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教

坊

記

耕

唐
の
雀
令
欽
著
わ
す
と
こ
ろ
の
「
数
坊
記
」

一
巻
は
、
唐
の
開
元

年
間
(
七
一
一
一
一

l
七
四
一
)
に
お
け
る
教
坊
、
す
、
な
わ
ち
宮
廷
一
音
楽
所

に
闘
す
る
見
聞
を
録
し
た
小
矧
で
あ
る
が
、

と
の
中
に
、
三
百
二
十

四
の
祭
曲
の
名
を
列
記
し
た
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
唐
代
の
楽
曲
名

の
記
録
と
し
て
最
も
豊
富
な
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
の
書
物
が

い
つ
書
か
れ
た
か
、
著
者
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
書
物
の
信
憲
性
と
直
接
に
関
連
す
る
の
で
、
唐
代
の
祭
曲

を
論
ず
る
上
に
、
必
ず
し
も
小
さ
な
問
題
で
は
友
い
。

こ
の
書
物
は
、
今
ま
で
に
知
る
と
こ
ろ
で
は
、
単
行
の
刊
本
は
た

く
、
つ
ぎ
に
あ
げ
る
六
種
の
叢
書
に
牧
録
さ
れ
て
俸
わ
っ
て
い
る
。

説類

読
」

宋
、
骨
髄
編

宇日

元
、
陶
宗
儀
編
明
紗
本
、
陶
挺
重
較
本
向
。

「
古
今
説
海
」

明
、
陸
横
編

「
古
今
逸
史
」

「
五
朝
小
説
」

「
績
百
川
皐
海
」

明
、
呉
棺
編

明
、
編
者
未
詳

明
、
英
、
氷
編

(
右
の
ほ
か
に
、
清
の
郁
蕗
辰
の
「
四
庫
金
書
簡
明
目
録
標
注
」
、

び
莫
友
芝
の
「
部
亭
知
見
停
本
書
目
」
に
は
、

及

「
格
致
叢
書
本
」
な
る
も

の
を
載
せ
る
が
、
京
都
大
皐
附
属
国
書
館
並
び
に
同
大
事
人
文
科
皐
研
究
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所
に
識
す
る
「
格
致
叢
書
」
は
、
ど
ち
ら
も
「
数
坊
記
」
を
牧
め
て
い
な

い
。
)(

一
九
五
七
年
に
、
北
京
古
典
文
皐
祉
か
ら
、
「
中
園
文
皐
参
考
資
料
小

叢
書
」
の
一
知
と
し
て
排
印
本
が
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
古
今
説
海
」

所
欣
の
も
の
を
底
本
と
し
て
明
紗
本
「
読
郭
」

と
の
異
同
を
註
記
し
、

「
全
唐
文
」
所
録
の
序
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
)

右
の
中
、
「
読
郭
」
以
下
五
種
の
叢
書
の
中

K
み
え
る
「
教
坊
記
」

は
、
若
干
の
文
字
の
異
同
を
除
け
ば
、
記
事
の
内
容
、
序
列
等
全
く

同
じ
で
あ
る
。
曾
惜
の
「
類
読
」
は
、
従
来
は
惇
本
が
す
く
左
く
、

な
か
な
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、

最
近
景
印
本
が
刊
行
さ
れ



容
易
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
鋒
す
る
「
数
坊
記
」
は
、

て
(
一
九
五
五
、
北
京
、
文
恩
一
古
籍
刊
行
社
〉
、

「
読
郡
」
本
等
と
著
し
い
差
異
が
あ
る
。

す
た
わ
ち
「
読
郭
」
等
で
は
曲
名
を
列
記
し
た
部
分
の
ほ
か
に
、

十
五
篠
の
記
事
を
載
せ
る
が
、

「
類
読
」
で
は
、
曲
名
は
な
く
、
十

七
僚
の
記
事
を
録
し
、
そ
の
中
の
九
僚
は
「
読
郭
」
等
に
は
み
え
な

い
も
の
で
あ
る

(
「
類
説
」
の
標
自
に
よ
っ
て
い
え
ば
、
失
落
、
打
鼓
、
打

球
堕
馬
、
筋
斗
、
盤
伎
見
、
四
女
善
歌
、
頁
仮
金
賊
、
娘
子
眼
破
、

左
穂
、

と
題
す
る
九
候
)
。

ま
た
重
複
す
る
八
僚
も
、

語
句
の
異
同
が
甚
だ
し
い
が
、

概
オユ

「
類
説
」
の
し
る
す
方
が
簡
略
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
読
郭
」
等
に

治
け
る
第
一
行
に

西
京
右
教
坊
在
光
宅
坊
、
左
教
坊
在
仁
政
坊
。
右
多
善
歌
、
左
多

工
舞
。
蓋
相
因
習
。

(
〔
大
意
〕
長
安
で
は
右
教
坊
は
光
宅
坊
に
、
左
教
坊
は
仁
政
坊
〈
「
古

今
読
海
」
で
は
「
延
政
坊
」
〉
に
あ
る
。

右
数
坊
に
は
歌
の
う
ま
い
も
の

が
多
く
、
左
数
坊
に
は
舞
の
じ
よ
う
ず
な
も
の
が
多
い
。
お
も
う
に
俸
統

的
に
そ
う
な
っ
て
い
る
の
だ
J

品
眠
妨
記
排
附
望
江
南
菩
薩
鐙
小
考
(
村
上
)

と
あ
る
の
が
、

左
右
雨
教
坊
、
右
多
善
歌
、
左
多
工
舞
。

「
類
設
」
で
は
、
車

κ

次
に
、

と
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

「
読
郭
」
等
で
は
、
記
事
の
く
ぎ
り
は
行
を
換
え
て
い
る

だ
け
だ
が
、
「
類
読
」
で
は
、
各
僚
に
、
二
字
乃
至
六
字
の
標
目
を
掲

る
。
す
な
わ
ち
、

げ
て
い
る
。
ま
た
記
事
の
く
ぎ
り
方
の
ず
れ
る
と
こ
ろ
が
一
箇
所
あ

「
撫
弾
家
」
と
題
す
る
候

の
は
じ
め
、

郭
」
等
で
は
、

結
い
て
い
る
。

「
類
読
」
本
の
第
五
、

「
一
午
人
女
:
:
:
謂
之
掬
弾
家
」
の
二
十
四
字
は
、

前
篠
(
「
類
説
」
の
標
目
で
は
「
雲
悩
」
〉

「-読

の
ゐ
わ
り
に
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こ
れ
は
内
容
か
ら
み
る
と
、

「
類
読
」
の
く
ぎ
り
か

「
全
唐
文
」

た
の
方
が
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

と
い
、
つ
の

(
巻
三
九
六
)
に
桂
令
欽
の
「
教
坊
記
序
」

が
録
さ
れ
て
い
る
が
、

と
れ
は
さ
さ
に
あ
げ
た
ど
の
本
に
も
み
え
な

¥r> 
0 

要
す
る
に
、

「
教
坊
記
」
に
は
、
現
在
二
通
り
の
本
が
あ
る
が
、

ど
ち
ら
も
抽
出
抄
録
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
原
著
の
ま
ま
で
は
な
い

「
読
郭
」
の
類
の
方

で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
字
句
に
つ
い
て
い
え
ば
、

「
唐
書

が
、
比
較
的
に
は
原
文
に
忠
賓
な
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
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事
文
士
山
」
(
甲
部
経
録
柴
類
)
に
「
桂
令
欽
教
坊
記
一
巻
」
と
著
録
さ
れ

て
い
る
の
を
み
れ
ば
、
は
じ
め
か
ら
大
部
の
本
で
は
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
宋
の
昆
公
武
の
「
郡
驚
謹
書
(
後
)
士
山
」
に
も
一
巻
と
し
て

録
さ
れ
て
い
る
(
「
蓄
唐
書
・
経
籍
志
」
、
陳
振
孫
「
直
'
清
書
録
解
題
」

は
み
え
な
い
)
。

「
教
坊
記
」
各
本
と
も
、
末
尾
に
「
唐
崖
令
欽
撰
」
と
作
者
の
名

を
し
る
し
て
い
る
の
は
、

「
唐
書
」
と
一
致
す
る
が
、

こ
の
「
握
令

欽
」
と
は
、

い
か
な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
「
四
庫
全
書
組
目
提
要
」

に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
し
る
さ
れ
て
い
る
。

教
坊
記
一
巻
、
唐
山
佳
令
欽
撰
。
是
書
唐
書
童
文
志
著
録
。
又
組
集

類
中
、
載
令
欽
註
庚
信
哀
江
南
賦
一
巻
。
然
均
不
言
令
欽
何
許
人
。

蓋
修
唐
書
時
、

其
始
末
己
無
考
実
。

巻
一
百
四
十

子
部
小
説
家
類

(
〔
大
意
〕
「
数
坊
記
」
一
巻
、
唐
の
崖
令
欽
の
著
。
こ
の
書
物
は
「
唐
書
」

の
義
文
志
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
義
文
士
山
の
総
集
類
の
中
に
、

令
欽
の
註
し
た
「
阪
信
哀
江
南
賦
」
一
巻
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

し
か

し
、
ど
ち
ら
も
令
欽
が
い
か
な
る
人
で
あ
る
か
を
の
べ
て
い
な
い
。

も
う
に
、
「
唐
堂
E
を
編
集
す
る
と
き
、
そ
の
事
蹟
は
す
で
に
攻
究
し
ょ

う
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
J

こ
の
よ
う
に
か
つ
て
は
作
者
の
素
姓
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
上
に
、

こ
の
書
が
、
は
た
し
て
唐
人
の
著
作
で
あ
る
か
ど
う
か
を
疑
わ
せ
る

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
清
の
沈
雄
の
「
古
今
詞
話
」
に
い
う
。

三
蓋
一
舞
曲
、
自
漢
有
之
。
:
:
:
教
坊
記
亦
載
五
七
言
盟
。
如
不
採

倍
長
更
、
披
衣
出
戸
行
。
月
寒
秋
竹
冷
、
風
切
夜
窓
聾
。
停
是
李

後
主
三
蓋
詞
。
雁
門
閥
上
雁
初
飛
、
馬
邑
開
中
馬
正
肥
。
陪
上
朝

来
逢
騨
使
、
股
動
南
北
迭
征
衣
。
俸
是
盛
小
叢
三
蓋
詞
。

(
〔
大
意
〕
一
ニ
窒
の
舞
曲
は
、

漢
代
よ
り
存
在
す
，.， 

2来i; 「

ら 数
れ坊
ず記
し 」
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も
五
言
お
よ
び
七
言
の
艦
を
載
せ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

か
ず

て
長
更
に
俗
み
、
衣
を
披
き
戸
を
出
で
て
行
く
。
月
は
裳
く
し
て
秋
竹
は

冷
や
か
に
、
風
は
切
に
夜
窓
に
盤
あ
り
」
。

李
後
主
の
三
蓋
詞
で
あ
る
と

惇
え
る
。

「
雁
門
閥
上
雁
初
め
て
飛
び
、
馬
邑
開
中
馬
正
に
肥
ゆ
。
陪
上

朝
来
騨
使
に
逢
え
ば
、
殿
勤
に
南
北
に
征
衣
を
送
る
」
。

盛
小
叢
の
三
蓋

詞
で
あ
る
と
俸
え
る
。
)

現
存
の
「
教
坊
記
」
に
は
、
各
本
と
も
、

こ
の
「
三
蓋
詞
云
々
」

お

の
記
事
は
全
く
み
え
な
い
の
で
あ
る
が
、

「
教
坊

も
し
も
こ
れ
が

記
」
の
逸
文
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
五
代
末
の
李
後
主
の
名
が
で
て
く



る
か
ら
に
は
、

唐
人
の
著
作
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

小
叢
の
何
者
た
る
か
は
未
詳
)
。
沈
雄
の
「
古
今
詞
話
」
に
は
、
奇
怪
な

記
述
が
す
く
な
く
な
い
の
で
、
か
な
ら
ず
し
も
信
頼
す
る
に
足
り
な

い
が
、
頭
か
ら
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
た
い
。

(
宋
の
楊
俣
に
同
じ
く
「
古
今
詞
話
」
と
題
す
る
著
書
が
あ
る
が
、
沈
雄

の
は
全
く
別
の
本
で
あ
る
。
楊
慌
の
「
古
今
詞
話
」
は
い
ま
停
わ
ら
ず
、

民
園
の
越
寓
皇
編
「
校
輯
宋
金
元
人
詞
」
に
そ
の
絹
本
を
牧
め
る
。
)

清
末
の
文
皐
者
、
王
園
維
は
、
か
つ
て
「
麿
書
」
の
宰
相
世
系
表

に
「
崖
令
欽
」
の
名
を
見
出
だ
し
、

こ
れ
を
玄
宗
・
粛
宗
の
こ
ろ
の

人
と
推
定
し
た
。

令
欽
時
代
難
不
可
考
、
然
唐
書
宰
相
世
系
表
有
園
子
司
業
握
令
欽
。

乃
惰
弘
農
太
守
宣
度
五
世
孫
。
唐
一
角
租
至
玄
宗
五
世
、
宣
度
輿
高

租
同
時
。
則
其
五
世
孫
令
欽
、
嘗
在
玄
粛
二
宗
之
世
。
其
書
記
事

詑
於
開
元
、
亦
足
略
推
其
時
代
。

唐
菊
本
春
秋
後
記
背
記
政

観
堂

集
林
巻
二
一

(
〔
大
意
〕
令
欽
の
時
代
は
確
か
め
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、

「
唐
書
」
の
宰

相
世
系
表
に
「
園
子
司
業
雀
令
欽
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
人
は
惰
の

弘
農
郡
の
太
守
、
雀
宣
度
の
五
世
の
孫
に
あ
た
る
。
唐
の
高
租
か
ら
玄
宗

教
坊
記
排
附
望
一
江
南
菩
薩
鐙
小
考
(
村
上
〉

(盛

ま
で
五
世
で
あ
る
し
、
雀
宣
度
は
高
組
と
同
時
代
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、

そ
の
五
世
の
孫
で
あ
る
令
欽
は
、
き
っ
と
玄
宗
・
粛
宗
の
代
に
存
在
し
た

に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
豊
田
〈
す
な
わ
ち
敬
坊
記
〉
に
記
す
る
と
こ
ろ
が
開

元
年
聞
に
お
わ
っ
て
い
る
の
も
、
ま
た
、
そ
の
時
代
を
大
穂
推
量
さ
せ
る

に
充
分
で
あ
ろ
う
。
)

ま
た
近
年
、
任
二
北
氏
は
、
そ
の
著
「
敦
憧
曲
初
探
」
に
ゐ
い
て
、

「
全
唐
文
」
に
し
る
す
屋
令
欽
の
小
俸
が
、
王
園
維
の
推
定
に
一
致

す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

令
欽
、
開
元
時
官
著
作
郎
。
歴
左
金
五
ロ
衛
倉
商
日
参
軍
、
粛
宗
靭
遷

-99ー

倉
部
郎
中
。

全
唐
文
巻
三
九
六

(
「
大
意
〕
雀
令
欽
は
、
開
元
年
聞
に
著
作
郎
の
官
に
あ
っ
た
。
左
金
五
ロ
街

倉
苗
日
参
軍
を
歴
て
、
粛
宗
の
代
に
倉
部
郎
中
に
す
す
ん
だ
。
〉

任
氏
は
更
に
、

「
全
麿
文
」

に
録
さ
れ
た

「
教
坊
記
序
」

こ
の

(
現
存
の
「
敬
坊
記
」
紋
に
は
け
て
い
る
)
に
、

今
中
原
有
事
、
漂
寓
江
表
。
追
思
奮
遊
、
不
可
復
得
。
粗
有
所
識
、

即
復
疏
之
。

(
「
大
意
〕
い
ま
中
原
に
騒
乱
が
あ
り
、
江
南
に
流
寓
し
て
い
る
。
か
っ
て

の
交
遊
を
お
も
い
う
か
べ
る
が
、
も
は
や
昔
に
返
る
こ
と
も
で
き
ぬ
。
い
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さ
さ
か
記
憶
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
の
べ
て
み
る
。
〉

と
あ
り
、
ま
た
こ
の
文
中
に
「
玄
宗
」
の
語
が
同
か
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
教
坊
記
」
の
成
立
を
、

粛
宗
の
賓
腰
元
年
(
七
六
二
)

と
推
定
し

て
い
ヲ
Q

。

「
教
坊
記
」
の
著
者
、
昼
令
欽
の
経
歴
・
時
代
は
、
概

ね
明
ら
か
と
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
疑
い
を
も
っ
て
み
る
、
な
ら
ば
、

以
上
で
、

「
唐
書
」
の
世
系
表
は
、
そ
の
細
部
に
至
つ
て
は
、
全
面
的
に
信
頼

で
き
る
も
の
で
は
、
な
い
し
、

「
全
唐
文
」
所
鋳
の
「
教
坊
記
序
」
は
、

現
存
の
ど
の
本
に
も
み
え
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
小
惇
」
も
、

も
と
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
き
ら
か
で
な
い
。
結
局
、
以
上
の
根
操
だ
け

で
は
、
、
な
お
不
充
分
と
い
う
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

私
は
こ
こ
で
更
に
新
た
な
る
資
料
を
い
く
つ
か
提
出
し
て
、
王

任
両
氏
の
推
定
が
、
お
そ
ら
く
誤
ま
り
で
な
い
こ
と
を
裏
づ
け
た
い

と
沿
も
う
。

〔

1
〕

李
華
の
「
潤
州
天
郷
寺
故
大
徳
雲
静
師
碑
」
(
文
苑
英
華
愈

「
潤
州
鶴
林
寺
故
経
山
太
師
碑
」
(
文
苑
英
華
省
入

の
名
が
み
え
る
。
ま
た
劉
長

八
六
一
)
お
よ
び

六
二
)
に
、

「
薩
部
員
外
郎
准
令
欽
」

卿
に
「
寄
寓
州
握
使
君
令
欽
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
(
劉
随
州
詩
集
巻

三
)
。
李
華
(
?
l
七
六
六
)
・
劉
長
卿
(
七

O
九
l
七
八
五
?
)
と
も
に

開
元
年
聞
の
進
士
で
あ
り
(
説
明
日
ニ
一
一
一
一
径
二
E

W

)

、
こ
れ
ら

と
同
時
代
に
「
崖
令
欽
」
な
る
人
物
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〔

2
〕

「
柴
府
詩
集
」

(
雀
八

O
)
の
熱
戯
楽
の
僚
に
引
く
「
数
坊

「
全
唐
文
」

κ

記
」
の
文
は
、
現
在
の
「
教
坊
記
」
に
は
み
え
ず
、

録
す
る
序
の
一
部
分
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
全
唐
文
」
所
鋒
の

「
数
坊
記
序
」
は
、
そ
の
出
所
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
あ
る
が
、
い

ま
の
「
数
坊
記
」
各
本
の
逸
し
た
も
の
と
し
て
、
ほ
ぼ
信
頼
し
て
よ
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い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
序
の
末
に
は
、

開
元
中
、
余
矯
左
金
吾
。

(
〔
大
意
〕
開
元
年
聞
に
、
自
分
は
左
金
吾
街
の
役
人
で
あ
っ
た
。
〉

と
あ
る
。

〔

3
〕

「
教
坊
記
」

の
中
に
は
、

天
費
以
後
の
記
事
は
、
な
い
し
、

ま
た
数
坊
を
め
ぐ
る
逸
話
の
類
の
み
で
、
歌
辞
に
わ
た
る
僚
は
な
い
。

沈
雄
「
古
今
詞
話
」
の
ひ
く
と
こ
ろ
は
、
同
名
の
異
室
田
が
あ
っ
た
か
、

治
そ
ら
く
は
、
沈
氏
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

一
歩
退
い
て
、
五
言
お
よ

び
七
言
の
三
蓋
詞
が

「
教
坊
記
」

の
逸
文
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、



「
李
後
主
」
あ
る
い
は
「
盛
小
叢
」
の
部
分
は
、
沈
氏
の
加
え
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、

「
祭
府
詩
集
」
に
は
「
教
坊
記
」
が

ひ
か
れ
て
お
り
、
編
者
・
郭
茂
情
が
こ
の
書
一
物
を
資
料
と
し
て
使
用

し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、

「
繁
府
詩
集
」

に
は
、

そ
の

「
古
今
調
話
」
に
み
え
る
三
一
一
量
詞
が
、
二
首
と
も
無
名
氏
作
と
し
て

録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

〔

4
〕

に
著
者
握
令
欽
み
ず
か
ら

「
開
元
年
間

K

「
数
坊
記
序
」

自
分
は
左
金
吾
の
役
人
で
あ
っ
た
」
と
の
べ
て
い
る
。

「
教
坊
記
」

に
よ
れ
ば
右
教
坊
は
光
宅
坊
に
在
っ
た
(
前
出
〉
と
あ
る
が
、

は
皇
域
也
一
自
衛
軍
た
る
左
金
吾
衡
の
在
っ
た
永
興
坊
と
と
も
に
大
極
宮

そ
れ

の
東
側
に
あ
り
、
そ
れ
程
へ
だ
た
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
左
金

吾
衛
倉
曹
参
軍
事
(
主
計
主
任
の
よ
う
な
職
か
?
)

の
職
に
あ
っ
た
怪

令
欽
は
、
嘗
時
衆
目
を
あ
つ
め
た
教
坊
に
つ
い
て
、
必
ず
や
見
聞
す

る
と
こ
ろ
す
く
な
く
也
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

「
教
坊
記
序
」
の
中
の

つ
ぎ
の
文
は
、
よ
く
誼
め
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
間
の
消
息
を
惇

え
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

開
元
中
、
余
潟
左
金
吾
、
倉
曹
武
官
十
二
三
是
訪
中
人
、
毎
請
除

俸
、
毎
加
訪
問
、
壷
震
予
読
之
。

教
坊
記
排
附
望
江
南
菩
薩
鐙
小
考
(
村
上
)

(
〔
大
意
〕
開
元
年
聞
に
私
は
左
金
五
口
衡
の
役
人
で
あ
っ
た
。
倉
曹
の
武
官

の
中
、
十
人
に
ご
三
人
は
こ
の
坊
の
人
で
、
俸
緑
を
受
け
取
り
に
く
る
ご

と
に
、
い
つ
も
た
ず
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
-
々
わ
た
し
の
た
め
に
諮
っ
て

く
れ
た
。
|
|
〈
誤
脱
が
あ
る
よ
う
に
も
お
も
わ
れ
る
。
〉
)

以
上
の
資
料
か
ら
、
僅
令
欽
な
る
人
物
に
つ
い
て
知
り
う
る
こ
と

を
整
理
す
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

〔

1
〕

唐
書
巻
七
二

宰
相
世
系
表
。

家
系

産
宣
度
惰
弘
農
郡
太
守
1
l公
業
|
|
元
植
ー
ー
ー
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ー
茂
実
州
刺
史

J
i喜

「
班
合
州
刺
史

1
1ー
鋭
起
居
合
人

「
令
欽

〔

2
〕

つ
ぎ
の
諸
官
を
歴
任
し
た
。
(
い
ま
か
り
に
「
大
唐
六
典
」
に

よ
っ
て
位
階
の
順
に
並
べ
る
〉

左
金
吾
衛
倉
曹
参
軍
事

全
唐
文
所
品
開
救
坊
記
序
。
全
唐
文
小
停
。

躍
部
員
外
郎

李
華
文
。

著

作

佐

郎

説
明
刊
本
数
坊
記
。

倉

部

郎

中

全
唐
文
小
惇
。
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著

古
今
設
海
本
数
坊
記
。
全
唐
文
小
俸
。
(
た
だ
し
「
全
唐

hr 
，d--

郎

文
」
に
「
開
元
時
」
と
あ
る
の
は
、
位
階
の
順
か
ら
考
え
る
と
、
疑
が

わ
し
い
。
)

岡
子
監
司
業

唐
書
世
系
表
。

首
門
州
(
四
川
省
戸
刺
史
劉
長
卿
詩
。

安
史
の
凱
の
と
き
に
江
南
に
流
寓
し
、
玄
宗
の
死
後
ま
も

〔

3
〕

な
く
「
教
坊
記
」
を
著
わ
し
た
。
全
唐
文
所
録
数
坊
記
序
。

任
二
北
氏
は
一
躍
玄
宗
の
尉
じ
た
年
す
な
わ
ち
賓
腰
元
年
(
七
六

二
〉
に
成
立
し
た
も
の
と
間
限
定
し
て
い
る
が
、
嘗
っ
て
い
な
い
と
し

こ
の
前
後
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
時
期
の
こ
と
に
は
ち
が
い
た
い
。

て
も
、

〔

4
〕

「
教
坊
記
」

一
巻
の

の
ほ
か
に
、

「
康
信
哀
江
南
賦
註
」

著
書
が
あ
る
。
麿
書
慈
文
志
。

な
ゐ
民
園
の
胡
適
博
士
は
「
詞
的
起
源
(
詞
の
起
源
)
」

た
る
論

文
に
お
い
て
、
長
短
句
の
詞
は
中
唐
に
起
っ
た
も
の
で
、
早
く
と
も

八
世
紀
末
以
後
の
こ
と
で
あ
る
と
断
定
し
た
が
、
そ
の
直
後
に
、
王

園
維
か
ら
、
彼
が
論
謹
に
使
用
し
た
「
菩
薩
蟹
」

「
憶
江
南
」
等

の
曲
が
「
教
坊
記
」
に
み
え
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、

「
教
坊
記
」
に

鋒
す
る
曲
名
が
、
原
書
の
ま
ま
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
の
べ
た
が
、

い
さ
さ
か
苦
し
ま
ぎ
れ
の
遁
僻
の
よ
う
で
あ
る
。
さ
を
に
述
べ
た
よ

う
に
、

い
ま
惇
わ
っ
て
い
る
「
教
坊
一
記
」
が
原
本
の
ま
ま
で
な
い
こ

と
は
、
ほ
ぼ
確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
都
合
の
悪
い
部
分

は
み
な
後
人
の
附
加
し
た
も
の
と
断
定
す
る
の
は
勝
手
す
ぎ
る
。
停

寓
の
聞
に
、
多
少
の
誤
脱
を
生
ず
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
各
本

の
ひ
と
し
く
載
せ
る
と
こ
ろ
は
、
他
に
確
謹
の
な
い
限
り
は
、

腰

も
と
の
ま
ま
と
み
る
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

長
短
句
的
詞
起
於
何
時
児
?
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我
阿
川
的
答
案
是
:
長
短
句
的
詞
起

於
中
唐
、
至
早
不
得
過
西
歴
第
八
世
紀
的
晩
年
。

「
詞
的
起
源
」

清

華
民
平
報
第
一
巻
第
二
期
。

(
〔
大
意
〕
長
短
句
の
詞
は
い
つ
起
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
の

答
え
は
「
長
短
句
の
詞
は
中
唐
に
起
り
、
早
く
と
も
入
世
紀
末
よ
り
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
)

以
上
論
詞
的
起
源
、
初
稿
寓
成
後
、
〔
世
田
迭
王
静
奄
先
生
、
講
他
指

正
。
王
先
生
答
書
説
:

:
・
至
調
長
短
句
不
起
子
盛
麿
、
以
調
人
方
面
言
之
、
弟
無
異

議
。
若
就
柴
工
方
面
論
、
則
教
坊
賓
早
有
此
種
曲
調
(
菩
薩
蟹



之
層
)
、
雀
令
欽
教
坊
記
可
謹
也
。

我
因
此
検
教
坊
記
、
其
中
附
有
曲
名
一
表
、
共
載
三
二
四
調
、
果

有
菩
薩
置
憶
江
南
等
曲
調
。
:
:
:
但
教
坊
記
中
的
曲
名
表
、
我
却

不
能
認
矯
原
書
的
原
文
、
不
能
認
矯
開
元
教
坊
的
曲
目
。
我
疑
心

此
表
、
曾
鰹
後
人
随
時
添
入
新
調
、
此
種
表
本
只
供
人
参
考
、
以

多
矯
貴
、
添
加
之
人
意
在
求
完
備
、
不
必
是
有
心
作
偽
。

同
上

(
〔
大
意
〕
以
上
詞
の
起
源
を
論
じ
、
初
稿
を
書
き
あ
げ
て
か
ら
、
い
っ
た

ん
王
静
苓
(
す
な
わ
ち
王
園
維
)
先
生
の
と
こ
ろ
へ
送
り
、
批
評
を
お
ね

が
い
し
た
。
王
先
生
の
返
書
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
で
あ
っ
た
。

-
:
長
短
句
は
盛
唐
に
起
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
動
に
な
る
と
、
詞

人
の
方
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
わ
た
く
し
も
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

築
工
の
方
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、
教
坊
に
は
寅
に
早
く
か
ら
こ
の
種
の

曲
調
〈
す
な
わ
ち
菩
薩
蟹
の
類
〉
が
あ
っ
た
の
で
、
雀
令
欽
の
「
数
坊

記
」
が
設
擦
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

自
分
は
そ
こ
で
「
敬
坊
記
」
を
し
ら
べ
て
み
た
と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
に
曲

名
の
表
が
つ
い
て
い
て
、
合
計
三
百
二
十
四
の
曲
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、

は
た
し
て
「
菩
薩
鐙
」
・
「
憶
江
南
」
等
の
曲
調
が
あ
っ
た
。
:
:
:
し
か
し

「
数
坊
記
」
の
中
の
曲
名
表
は
、
自
分
は
原
蓄
の
原
文
と
認
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
関
元
年
間
の
数
坊
の
曲
で
あ
る
と
認
め
る
こ

教
坊
記
排
附
望
江
南
菩
薩
鐙
小
考
(
村
上
)

と
は
で
き
な
い
。
自
分
は
疑
う
の
だ
が
、
こ
の
表
は
、
の
ち
の
人
が
随
時

に
新
し
い
曲
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
種
の
表

は
、
単
に
人
の
参
考
に
供
す
る
ま
で
で
、
多
き
を
以
て
よ
し
と
す
る
。
だ

か
ら
き
し
加
え
る
人
も
完
全
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
つ
も
り
な
の
で
、

必
ず
し
も
偽
作
の
意
園
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
〉

な
治
「
菩
薩
蜜
」
・
「
憶
江
南
」
に
つ
い
て
は
、
後
章
を
参
照
さ
れ

'

-

3

0

 

ふ
れ
U
V

Y
A
 

望
江
南
小
考
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韓
僅
の
作
と
博
え
ら
れ
る
小
説
「
海
山
記
」

陪
の
場
帝
の

に

「
望
江
南
」
と
い
う
の
が
八
首
録
さ
れ
て
い
る
。

開
講
遁
五
湖
北
海
、
満
室
遁
龍
鳳
刷
、
帝
多
泥
東
湖
、
因
製
湖
上

曲
望
江
南
八
関
云
、
湖
上
月
、
偏
照
列
仙
家
。
水
浸
寒
光
舗
枕
筆
、

光
景
好
、
軽
彩
望
中
斜
。

浪
搭
晴
影
走
金
蛇
。
偏
稿
泥
霊
模
。

清
露
冷
侵
銀
兎
影
、
西
風
吹
落
桂
枝
花
。
開
宴
思
無
涯
。
云
云
。

(
〔
大
意
〕
水
路
を
開
い
て
五
湖
お
よ
び
北
海
を
連
絡
し
た
。
水
路
は
み
な

龍
胤
の
舶
を
通
行
さ
せ
る
。
場
帝
は
た
い
て
い
東
湖
で
船
あ
そ
び
を
し
た
。

そ
こ
で
、

「
湖
上
曲
」
と
題
す
る
「
望
江
南
」
の
曲
調
の
歌
、
入
首
を
作
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っ
た
。
そ
の
歌
詞
に
い
う
、

「
湖
上
の
月
、
偏
え
に
照
ら
す
列
仙
の
家
。

水
は
寒
光
を
浸
し
て
枕
箪
を
鋪
き
、
浪
は
暗
影
を
揺
る
が
し
て
金
蛇
を
走

か
の

ら
し
む
。
偏
え
に
稀
う
怒
穫
を
泥
ぶ
る
に
。

光
景
好
し
、
軽
彩
望
中
に

斜
め
な
り
。
清
露
冷
や
か
に
侵
す
銀
兎
の
影
、
西
風
吹
い
て
落
と
す
桂
枝

の
花
。
宴
を
開
け
ば
思
い
涯
無
し
。
」
以
上
第
一
首
)

明
の
胡
震
亨
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、

「
望
江
南
」
の
曲
は
惰
の

場
帝
の
創
製
に
か
か
る
と
す
る
。
唐
一
耳
目
葵
銭
一
一
一
一

望
江
南
:
海
山
記
、
陪
煽
帝
潟
西
苑
、
撃
池
汎
龍
鳳
刷
、
製
望
江

南
八
関
。
後
唐
李
徳
裕
用
其
句
拍
、
改
篤
謝
秋
娘
。
劉
白
亦
有
作
。

(
〔
大
意
〕
望
江
南
|
|
「
海
山
記
」
に
、
惰
の
場
帝
が
西
苑
を
作
り
、
池

を
掘
り
寵
鳳
の
舶
を
う
か
ベ
、

「
望
江
南
」
八
首
を
つ
く
っ
た
と
あ
る
。

の
ち
唐
の
李
徳
裕
が
そ
の
曲
調
を
用
い
、

「
謝
秋
娘
」
と
い
う
名
に
改
め

た
。
劉
百
円
錫
、
白
居
易
に
も
こ
の
曲
に
よ
る
作
ロ
聞
が
あ
る
。
)

謝
秋
娘
・
夢
江
南
・
憶
江
南
・
江
南
好
:
李
徳
裕
鑓
断
西
日
、
悼

亡
妓
謝
秋
娘
、
用
情
場
所
作
望
江
南
調
、
撰
謝
秋
娘
曲
。
後
何
従

本
名
。
亦
日
夢
江
南
。
白
楽
天
作
此
詞
、
改
鋳
憶
江
南
。
後
人
又

因
端
末
天
首
旬
、
以
江
南
好
名
之
。
劉
馬
錫
亦
有
作
。
凡
曲
名
遁
改

換
、
多
如
此
。

(
〔
大
意
〕
謝
秋
娘
・
夢
江
南
・
憶
江
南
・
江
南
好
ー
ー
ネ
ナ
徳
裕
が
、
新
西

の
長
官
で
あ
っ
た
と
き
、
な
く
な
っ
た
妓
女
の
謝
秋
娘
を
悼
み
、
惰
の
甥

帝
が
作
っ
た
「
望
江
南
」
の
調
を
用
い
て
、

「
謝
秋
娘
」
の
曲
を
作
っ
た
。

の
ち
や
は
り
本
来
の
「
望
江
南
」
の
名
も
用
い
ら
れ
、
ま
た
「
夢
江
南
」

も
い
う
。
白
楽
天
が
こ
の
詞
を
作
り
、

「
憶
江
南
」
と
改
め
た
。
の
ち
の

人
は
さ
ら
に
白
楽
天
の
詞
の
最
初
の
句
に
よ
っ
て
、

「
江
南
好
」
と
名
づ

け
た
。
劉
百
円
錫
に
も
作
口
聞
が
あ
る
。
お
よ
そ
曲
名
が
だ
ん
だ
ん
と
う
つ
り

か
わ
っ
て
い
く
事
情
は
、
た
い
て
い
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
)

し
か
し
、
清
朝
の
詞
同
学
者
た
ち
は
、
双
調
(
前
後
二
段
か
ら
成
る
も

宋
に
は
じ
ま
る
と
い
う
理
由
の
も
と
に
、

の
〉
の
「
望
江
南
」
は
、
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「
海
山
記
」
に
載
せ
る
八
首
は
、
宋
人
の
偽
託
で
あ
る
と
す
る
。

(
望
江
南
)
此
調
、
惰
煽
帝
有
八
闘
。
但
由
香
山
三
調
、
晩
唐
襲

之
、
皆
係
車
調
、
至
宋
方
加
後
畢
。
故
知
惰
詞
、
乃
贋
作
者
無
疑
。

清

高
樹

調
律

(
〔
大
意
〕
こ
の
調
、
惰
の
場
帝
に
八
首
の
作
口
聞
が
あ
る
。
し
か
し
、
白
居

易
の
三
首
、
お
よ
び
晩
唐
の
こ
れ
を
う
け
つ
ぐ
も
の
も
、
み
な
車
調
〈

段
で
一
首
を
な
す
も
の
〉
で
作
ら
れ
て
お
り
、
宋
代
に
な
っ
て
か
ら
は
じ

め
て
後
段
の
く
り
返
し
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
惰
の
作
品

は
に
せ
も
の
に
違
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
J

な
お
双
調
望
一
江
南
が
宋
に
は
じ
ま
る
と
い
う
こ
と
は
南
宋
の
人
が
す



で
に
い
っ
て
い
る
。

(
望
江
南
)
予
考
此
曲
、
自
唐
至
今
、
皆
南
口
口
宮
、
字
句
亦
問
。

止
是
今
曲
雨
段
、
蓋
世
今
曲
子
無
車
遁
者
。
宋

碧
灘
、
昼
志

王
灼

五
(
〔
大
意
〕
こ
の
曲
を
考
察
す
る
に
、
唐
代
か
ら
現
在
ま
で
、
ず
っ
と
南
日

宮
〈
一
音
階
の
種
類
〉
で
あ
り
、
字
句
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
現
在
は
前
後

二
段
に
な
っ
て
い
る
。
お
も
う
に
現
在
の
曲
に
は
一
段
の
も
の
は
な
い
。
)

ち
な
み
に
白
居
易
の
「
憶
江
南
」
を
あ
げ
て
み
る
、
な
ら
ば
、

つ
ぎ

の
と
ゐ
り
で
あ
る
。

江
南
好
、
風
景
蓄
曾
語
。
日
出
江
花
紅
勝
火
、
春
来
江
水
続
如
藍
。

能
不
憶
江
南
。
白
氏
文
集
三
四

(
江
南
の
か
き
、
風
景
春
日
て
一
読
ん
ず
。
日
出
ず
れ
ば
江
花
紅
き
こ
と
火

に
勝
り
、
春
来
れ
ば
江
水
線
き
こ
と
藍
の
如
し
。
能
く
江
南
を
憶
わ
ざ
ら

ん
や
。

以
上
第
一
首
)

す
な
わ
ち
、
「
海
山
記
」
に
み
え
る
も
の
は
、
「
一
一
了
五
・
七
・
七
・

五
」
の
形
が
、
前
後
二
回
く
り
返
さ
れ
て
一
首
を
成
す
に
劃
し
、
白

居
易
の
も
の
は
一
段
で
一
首
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
王
重
民
輯
「
敦
埠
曲
子
調
集
」
、

ゐ
よ
び
任
二
北
輯

教
坊
記
搾
附
望
江
南
菩
箆
蛍
小
考
(
村
上
)

「
敦
憧
曲
校
録
」
に
よ
れ
ば
、

い
わ
ゆ
る
敦
煙
文
書
の
中
に
、
双
調

の

「
望
江
南
」

詞
が
み
い
だ
さ
れ
て
お
り
、

「
敦
憧
曲
初

任
氏
の

探
」
で
は
、

こ
れ
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

酔
雄
作
於
五
代
、
調
則
早
霜
唐
或
唐
以
前
人
所
創
無
疑
。
顧
其
調

在
此
時
、
己
習
用
双
昼
、
頴
濡
事
賓
。
敦
燈
曲
初
探
第
二
章

(
〔
大
意
〕
歌
詞
は
五
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
曲
調
の
方
は
と
っ

く
に
唐
あ
る
い
は
唐
以
前
の
人
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

お
も
う
に
そ
の
曲
調
は
、
こ
の
と
き
に
、
も
う
ず
っ
と
前
後
二
段
で
作
ら

れ
て
来
て
い
た
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
に
事
責
で
あ
る
J
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(
な
お
玉
重
民
輯
「
敦
健
曲
子
詞
集
」
で
は
、
双
調
の
「
望
江
南
」
が
五

首
あ
る
の
に
、

任
氏
の

「
敦
煙
曲
校
録
」

で
は
四
首
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
玉
氏
の
書
の
第
五
首
を
、
任
氏
は
単
調
二
首
と
み
な
し
た
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
出
所
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
第
一
首
、

p
コ
二
二
入
、

S
五
五

五
六
。
第
二
首
、

P
コ
二
二
八
、

P
二
九
O
九、

P
三
九
一
一
。
第
三

首、

p
コ
二
二
八
、

P
二
八

O
九、

p
コ
一
九
一
一
、

S
五
五
五
六
。
第

四
首
、

P
一
一
一
一
一
一
入
、
S
五
五
五
六
。
こ
の
ほ
か
、
王
氏
は
、

P
二
人

O

九、

P
三
九
一
一
に
み
え
る
詞
を
双
調
一
首
と
す
る
。
)

ま
た
「
敦
憧
曲
初
探
」
に
よ
れ
ば
、
唐
圭
嘩
氏
も
つ
ぎ
の
よ
う
に

の
べ
て
い
る
と
い
う
。
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「
詞
律
」
謂
「
望
江
南
」
、

底
時
皆
係
車
調
。

至
宋
方
加
後
墨
。

乃
知
高
紅
友

徐
誠
苓
補
注
「
詞
律
」
、

亦
信
其
説
。
今
麿
詞
出
。

読
之
誤
。

敦
短
唐
詞
校
四
梓
(
い
ま
こ
の
書
物
は
み
る
こ
と
が

唐
圭
埠

で
き
な
L、

「の
調で
律、
」任
で 1 氏
伐の
r、ヲ|

用
す
る
と

ろ

よ
る

、ーノ

(
〔
大
意
〕

「
望
江
南
」
は
唐
代
で
は
み
な
一
段
で
作
ら

れ
て
お
り
、
宋
代
に
な
っ
て
は
じ
め
て
後
段
が
加
え
ら
れ
た
と
い
っ
て
い

る
。
徐
誠
奄
〈
「
詞
律
拾
遺
」
の
著
者
、
徐
本
立
〉
も
「
詞
律
」

に
補
註

を
加
え
、
や
は
り
そ
の
設
を
信
じ
て
い
る
。
い
ま
唐
代
の
作
品
〈
敦
健
出

土
の
も
の
を
い
う
〉
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
、
高
紅
友
〈
「
詞
律
」
の
著
者
、

高
樹
〉
の
設
が
誤
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
)

敦
憧
出
土
の
作
品
四
首
は
、
任
氏
自
身
の
考
謹
に
み
え
る
と
ゐ
り

(
「
敦
短
曲
初
探
」
第
五
章
)
、
五
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い

な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
唐
あ
る
い
は
唐
以
前
よ
り
双
調
の
憶
が
存
し

た
と
す
る
の
は
、

い
さ
さ
か
飛
躍
の
よ
う
で
あ
る
が
、
双
調
が
宋
人

に
は
じ
ま
る
と
い
う
従
来
の
読
も
ま
た
検
討
し
な
沿
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

「
海
山
記
」
に
み
え
る
「
望
江
南
」
八
首

も
、
双
調
、
な
る
が
ゆ
え
に
宋
人
の
偽
作
と
は
、
に
わ
か
げ
い
断
定
で
き

た
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
小
説
「
海
山
記
」
モ
の
も
の
に
づ
い

て
い
う
な
ら
ば
、
魯
迅
が
「
唐
宋
停
奇
集
」
附
「
稗
謹
小
結
」
に
し

る
し
て
い
る
と
ゐ
り
、
こ
の
小
説
は
も
と
宋
の
劉
斧
の
編
す
る
「
青

噴
高
議
」
後
集
五
に
み
え
、
「
読
郭
」
、
「
古
今
逸
史
」
、
「
古
今
読
海
」

な
ど
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
み
な
作
者
の
名
を
し
る
さ
ず
、
清

の
陳
蓮
塘
の
編
す
る

「
唐
人
読
菅
」

(
一
名
「
唐
代
叢
書
」
)

に
至

つ
て
は
じ
め
て
韓
僅
の
名
を
冠
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
の

蕪
雑
さ
よ
り
推
し
て
も
、
韓
僅
の
作
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
動
か

せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
煽
帝
作
の
「
望
江
南
」
も
、
あ
ま
り
に
か

け
離
れ
た
存
在
と
し
て
、
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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従
来
「
望
江
南
」
の
曲
の
淵
源
と
し
て
信
、
せ
ら
れ
て
き
た
の
は
、

「
唐
一
音
葵
銭
」
に
も
み
え
て
い
た
李
徳
裕
を
創
始
者
と
す
る
設
で
あ

る。

ζ

の
読
は
現
在
し
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
晩
唐
の
段
安
節
に
は

じ
ま
る
。

望
江
南
、
始
自
朱
崖
李
太
尉
鎮
澗
西
日
、
第
亡
妓
謝
秋
娘
所
撰
。

本
名
謝
秋
娘
、
後
改
此
名
。
亦
日
夢
江
南
。
段
安
節

楽
府
雑
録

知
不
足
菊
叢
書
本

(
〔
大
意
〕

「
望
江
南
」
は
、
珠
山
医
の
李
太
尉
〈
す
な
わ
ち
李
徳
裕
〉
が
漸

西
観
察
使
で
あ
っ
た
と
き
、
な
く
な
っ
た
妓
女
の
謝
秋
娘
の
た
め
に
つ
く



っ
て
や
っ
た
も
の
に
は
じ
ま
る
。
も
と
は
「
謝
秋
娘
」
と
い
う
名
で
あ
っ

た
が
、
の
ち
に
こ
の
名
に
改
め
た
。
ま
た
「
夢
江
南
」
と
も
い
う
。
)

宋
の
郭
茂
情
の
編
す
る
「
楽
府
詩
集
」
、
王
灼
の

「
碧
難
漫
志
」

ど

(
「
柴
府
詩
集
」
は
「
憶
江
南
」
)
の
解
説
に
、
み

「
望
江
南
」

た
こ
れ
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
「
四
庫
提
要
」
も
、

こ
れ
に
よ
っ

て
「
海
山
記
」
の
「
望
江
南
」
八
首
の
偽
託
な
る
こ
と
を
謹
し
て
治

り
、
魯
迅
の
「
麿
宋
惇
奇
集
」
稗
過
小
綴
も
、

「
海
山
記
」

の
解
説

に
「
提
要
」
を
引
い
て
い
る
。

所
錬
煽
帝
諸
歌
、
其
調
乃
唐
李
徳
裕
所
作
望
江
南
調
、
段
安
節
祭

府
雑
錦
、
連
其
縁
起
甚
詳
。

大
業
中
安
有
是
位
。

提
要
一
四
三
子

部
小
説
家
類
存
目

(
〔
大
意
〕

「
海
山
一
記
」
に
録
さ
れ
て
い
る
場
帝
の
歌
の
曲
調
は
唐
の
李
徳

裕
の
作
っ
た
「
望
江
南
」
で
あ
る
。
段
安
節
の
「
柴
府
雑
録
」
に
そ
の
由

来
が
た
い
へ
ん
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
大
業
年
間
八
六

O
五
|
六

二
ハ
〉
に
こ
の
形
式
が
あ
る
は
ず
が
な
い
J

李
徳
裕
の
作
っ
た
「
謝
秋
娘
」
の
詞
は
い
ま
停
わ
っ
て
い
な
い
の

で
あ
る
が
、
白
居
易
は
「
憶
江
南
」
詞
に
み
ず
か
ら
注
し
て
、

曲
亦
名
謝
秋
娘
」

(
こ
の
曲
は
ま
た
の
名
を
「
謝
秋
娘
」
と
い
う
)

と
し
る
し
て
い
る
か
ら
、
白
居
易
が
嘗
時
流
行
の
「
謝
秋
娘
」
の
曲

数
坊
記
排
附
望
江
南
菩
薩
鐙
小
考
(
村
上
)

調
に
従
っ
て
詞
を
作
り
、
別
に
「
憶
江
南
」
と
題
を
つ
け
た
も
の
と

ゐ
も
わ
れ
、
そ
の
形
式
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

?ζ 

そ
れ
以
後
「
望
江
南
」
の
詞
牌
の
も
と
に
作
ら
れ
る
詞
は
、
す
ベ
て

白
居
易
の
「
憶
江
南
」
と
全
く
同
じ
く
、
「
コ
了
五
・
七
・
七
・
五
」

の
か
た
ち
で
あ
る
(
皐
調
・
双
調
の
別
は
し
ば
ら
く
ゐ
く
)
。

し
か
し
な
が
ら
、

「
祭
府
雑
銀
」
の
「
も
と
も
と
謝
秋
娘
と
い
う

名
だ
っ
た
が
、
の
ち
に
こ
の
名
(
望
江
南
)
に
改
め
た
」
と
い
う
読

は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

「
教
坊
記
」

先
述
の

と
い
う
の
は
、

V乙

「
望
江
南
」
と
い
う
曲
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
開
元
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年
聞
の
数
坊
に
「
望
江
南
」
の
曲
が
存
し
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
友

れ
ば
、

「
柴
府
雑
録
」
の
読
は
、
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
は
で
き

た
い
。任

二
北
氏
は
、

「
太
卒
御
賢
」
に
み
え
る
「
柴
府
雑
録
」
の
異
文

に
も
と
づ
い
て
、
盛
唐
の
「
望
江
南
」
と
中
唐
以
後
の
「
望
江
南
」

と
は
、
名
は
同
じ
だ
が
別
の
曲
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

此

太
卒
御
賢
引
柴
府
雑
録
之
文
、
於
望
江
南
保
作
、
本
名
謝
秋
娘
、

後
進
人
数
坊
、
遺
改
名
。
使
此
読
果
確
、
似
乎
謝
秋
娘
先
矯
私
人

之
創
調
、
創
名
。
後
入
賞
時
之
教
坊
(
絶
非
握
氏
所
記
盛
唐
之
教
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自
此
、

三
五
七
七
五
之
長
短
句
調
、

坊
)
、
始
被
以
望
江
南
名
、

遂
概
用
望
江
南
之
名
以
行
。
敦
燈
曲
初
採

第
五
章

(
〔
大
意
〕

「
太
卒
御
覧
」
に
「
築
府
雑
録
」
の
文
が
引
か
れ
て
い
る
が
、

「
も
と
の
名
は
謝

「
望
江
南
」
の
僚
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

秋
娘
、
の
ち
敬
坊
に
進
め
引
入
れ
ら
れ
、
つ
い
に
名
を
改
む
」
〈
す
な
わ
ち
、

通
行
の
「
知
不
足
賛
叢
書
」
本
の
「
後
改
此
名
」
の
と
こ
ろ
が
「
後
進
入
数

坊
、
途
改
名
」
と
な
っ
て
い
る
〉
。
こ
の
設
が
は
た
し
て
た
し
か
な
ら
ば
、

「
謝
秋
娘
」
は
は
じ
め
は
個
人
が
新
し
い
曲
を
作
り
、
新
し
い
名
を
つ
け

た
も
の
で
、
の
ち
に
嘗
時
の
数
坊
〈
決
し
て
雀
令
欽
の
し
る
す
盛
唐
の
教

坊
で
は
な
い
〉
に
入
れ
ら
れ
、
は
じ
め
て
「
望
江
南
」
の
名
を
つ
け
ら
れ

た
。
こ
れ
よ
り
三
五
七
七
五
の
長
短
句
の
調
は
、
と
う
と
う
す
べ
て
「
望

江
南
」
の
名
を
も
っ
て
、
通
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
〉

任
氏
の
ζ

の
読
は
、
白
居
易
以
前
の
「
望
江
南
」
詞
が
、
ま
っ
た

く
博
わ
ら
な
い
た
め
に
、
慎
重
を
期
し
た
ら
し
い
が
、

い
さ
さ
か
思

い
す
ご
し
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

「
教
坊
記
」
が
著
わ
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
序
に
「
玄
宗
」
の
廟
競

が
み
え
る
と
こ
ろ
よ
り
す
れ
ば
、
玄
宗
の
崩
じ
た
七
六
二
年
以
後
と

考
え

b
れ
る
し
、
白
居
易
が
「
憶
江
南
」
詞
を
作
っ
た
の
は
、
蘇
州

刺
史
を
菟
ぜ
ら
れ
て
か
ら
、
洛
陽
に
在
る
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
八
三

O

年
前
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
李
徳
裕
の
作
は
、
彼
が
漸
西
親

察
使
の
任
に
在
っ
た
長
慶
二
年
(
八
二
二
)
か
ら
太
和
三
年
(
八
二
九
)

の
問
(
奮
唐
書
)
の
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

「
教
坊
記
」
よ
り
距

た
る
こ
と
六
十
年
徐
り
に
す
ぎ
な
い
。
盛
唐
か
ら
中
唐
に
か
け
て
の
、

わ
ず
か
宇
世
紀
徐
り
の
聞
に
、
宮
中
一
音
楽
所
た
る
数
坊
に
ゐ
い
て
、

一
つ
の
曲
が
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
失
わ
れ
、
別
の
曲
に
そ
の
名
を
冠
す

る
ζ

と
が
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
「
柴
府
雑
録
」
の
誤
記

と
考
え
る
方
が
、
よ
り
安
喰
固
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
た
任
氏
は
、
さ
を
に
引
い
た
文
の
あ
と
に
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
の
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べ
て
い
る
。

望
江
南
之
原
調
究
寛
如
何
、
興
謝
秋
娘
之
原
名
何
、
以
無
人
援
用
、

均
晦
而
不
彰
会
。
例
如
敦
健
曲
内
、
有
望
江
南
八
首
、
皆
晩
麿
五

代
之
作
、
皆
此
種
長
短
句
、
雄
其
作
詞
時
間
、
前
後
相
距
八
十
年

久
、
而
調
名
一
貫
用
望
江
南
、
則
無
精
異
也
。

(
〔
大
意
〕
「
望
江
南
」
の
も
と
の
曲
〈
す
な
わ
ち
任
氏
の
い
う
盛
唐
の
「
望

江
南
〉
が
結
局
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
「
謝
秋
娘
」

と
い
う
も
と
の
名
〈
中
唐
以
後
の
「
望
江
南
」
の
原
名
の
意
〉
を
な
ぜ
だ

れ
も
用
い
る
者
が
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ど
ち
ら
も
ぼ
ん
や
り
し
て



あ
き
ら
か
で
な
い
。
た
と
え
ば
、
敦
煙
出
土
の
曲
詞
の
中
に
、
「
望
江
南
」

が
入
首
あ
り
、
み
な
晩
唐
、
五
代
の
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
長
短
句

は
す
べ
て
、
作
詞
の
時
期
が
前
後
八
十
年
の
久
し
き
に
ま
た
が
っ
て
い
る

の
に
、
調
名
は
一
貫
し
て
「
望
江
南
」
を
用
い
、
ち
っ
と
も
遣
う
も
の
が

な
い
。
)

こ
の
疑
問
は
、
盛
唐
の
「
望
江
南
」
と
中
唐
以
後
の
そ
れ
が
別
の
も

の
で
あ
る
と
い
う
限
定
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
望
江
南
」

が
盛
唐
以
来
の
正
名
で
あ
り
、

「
謝
秋
娘
」
ゐ
よ
び
「
憶
江
南
」
は
、

一
時
流
行
の
歌
詞
に
よ
る
別
名
で
あ
っ
て
、
賓
は
一
貫
し
て
同
一
の

調
で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、

ζ

の
疑
問
も
ゐ
の
ず
か
ら
解
決
さ
れ
る
よ

う
に
ゐ
も
わ
れ
る
。

〔
附
記
〕

通
常
「
望
江
南
」
の
別
名
と
さ
れ
て
い
る
「
夢
江
南
」
に
も
問

題
が
あ
る
が
、
い
ま
は
っ
き
り
し
た
考
え
を
も
つ
に
至
ら
な
い
の
で
、
鰯

れ
な
か
っ
た
。

E
 
蕃
薩
盤
小
考

卒
林
漠
と
煙
如
織
、
裏
山
一
帯
傷
心
碧
。
膜
色
入
高
楼
、
有
人
楼

上
愁
。
玉
階
空
伶
立
、
宿
鳥
時
飛
念
。
何
慮
是
蹄
程
、
長
亭
更
短

亭

教
坊
記
排
附
望
江
南
菩
薩
鐙
小
考
(
村
上
)

(
卒
林
漠
々
と
し
て
煙
織
る
が
如
く
、
裳
山
一
帯
傷
心
の
碧
。
膜
色
高
楼

に
入
る
と
き
、
人
有
り
楼
ょ
に
愁
う
。
玉
階
に
空
し
く
仲
立
す
れ
ば
、
宿

鳥
鯖
り
飛
ぶ
こ
と
訴
し
。
何
底
ぞ
是
れ
蹄
程
な
る
、
長
亭
更
ら
に
短
亭
。
)

右
の
菩
薩
蟹
一
首
が
李
白
の
作
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
宋
人
の
読

で
あ
る
。

「
湘
山
野
録
」
に
は
、
こ
の
詞
を
ひ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う

に
の
べ
て
い
る
。

此
詞
不
知
何
人
寓
在
鼎
州
治
水
騨
楼
、
復
不
知
何
人
所
撰
。
貌
道

輔
泰
見
而
愛
之
。
後
至
長
沙
、
得
古
風
集
於
子
宣
内
翰
家
、
乃
知

李
白
所
作
。
宋

四
押
文
堂

湘
山
野
録
上
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(
〔
大
意
〕
こ
の
詞
は
、
何
者
か
が
、
鼎
州
〈
湖
南
省
常
徳
鯨
〉
の
治
水
の

騨
棲
に
書
い
た
も
の
で
、
ま
た
誰
の
作
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
貌
泰
が

み
て
気
に
入
っ
た
。
の
ち
長
沙
に
や
っ
て
き
て
曾
布
の
家
に
お
い
て
〈
李

白
の
〉
「
古
風
集
」
を
得
、
そ
こ
で
李
白
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
〉

ま
た
南
宋
の
責
昇
の
編
す
る
「
唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
選
」

(
す
な
わ

ち
「
花
奄
詞
濯
」
)
も
、

こ
れ
を
李
白
の
作
と
し
て
鋒
し
、

つ
ぎ
の

ょ
う
た
許
語
を
加
え
て
い
る
。

菩
薩
蜜
・
憶
秦
城
二
詞
、
矯
百
代
詞
曲
之
租
。
唐
宋
諸
賢
紹
妙
詞
選

巻
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(
〔
大
意
〕
菩
陵
蜜
と
憶
秦
蛾
の
二
首
の
詞
は
、
永
遠
の
詞
曲
の
租
で
あ
る
〉

し
か
し
な
が
ら
明
の
胡
震
亨
は
、

ζ

れ
を
偽
託
な
り
と
断
定
し
た
。

杜
陽
雑
編
云
、
大
中
初
、
女
織
田
園
入
貢
。
其
人
危
髪
金
冠
、
理
務

被
睦
、
人
謂
之
菩
薩
置
。
嘗
時
侶
優
、
遠
製
菩
薩
置
曲
、
文
土
亦

往
と
聾
其
詞
。
温
庭
荷
停
亦
有
宣
宗
愛
唱
菩
薩
蟹
之
読
。
知
此
詞

出
於
唐
之
晩
季
。
今
李
太
白
集
有
其
詞
、
後
人
妄
托
也
。

唐
一
音
笑

畿
二
二

(〔大意〕

「
杜
陽
雑
編
」
に
云
う
「
大
中
〈
宣
宗
、
八
四
七
l
八
五
九
〉

の
初
め
、
女
鐙
園
入
賞
す
。
其
の
人
危
警
金
冠
、
理
洛
陸
に
被
る
。
人
之

を
菩
薩
蜜
と
謂
う
。
嘗
時
の
倍
優
、
遂
に
「
菩
薩
蟹
」
の
曲
を
製
し
、
文

土
も
亦
た
往
々
に
し
て
其
の
詞
を
整
う
。
」
と
。

温
庭
錆
の
捕
聞
記
に
も
や

は
り
宣
宗
が
こ
の
ん
で
「
菩
薩
鐙
」
を
う
た
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
だ

か
ら
、
こ
の
詞
は
唐
の
末
に
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
李
自
の
集

に
「
菩
薩
鐙
」
の
詞
が
あ
る
の
は
、
後
人
が
い
い
か
げ
ん
に
く
っ
つ
け
た

も
の
で
あ
る
。
)

(
な
お
右
の
文
中
の
「
温
庭
錆
俸
云
云
」
は
、
「
唐
書
」
の
俸
に
は
な
く
、

「
北
夢
潰
言
」
、
「
唐
詩
紀
事
」
な
ど
に
み
え
る
。
)

宣
宗
愛
唱
菩
薩
聾
詞
、
令
狐
丞
相
〈
令
狐
縞
〉
観
飛
卿
〈
温
庭

錆
V

所
撰
密
準
之
。
戒
以
勿
洩
。
而
遺
言
於
人
。
由
是
疏
之
。
孫

光
憲

北
夢
抽
明
言
〉

「
杜
陽
雑
編
」
は
晩
麿
の
蘇
鳴
の
著
わ
す
と
こ
ろ
、
宋
の
銭
易
の

「
南
部
新
書
」
に
も
同
一
の
記
事
が
み
え
る
。
と
も
か
く
胡
震
亨
以

「
菩
薩
蟹
」
の
曲
は
、
宣
宗
の
大
中
初
年
に
つ
く
ら
れ
た
も

の
で
、
李
自
の
詞
は
偽
托
で
あ
る
と
す
る
の
が
遁
読
と
な
っ
て
い
る
。

後
は
、と

こ
ろ
が
「
望
江
南
」
の
場
合
と
同
様
に
「
教
坊
記
」
を
検
す
る

と

「
菩
薩
蜜
」
の
曲
名
が
み
え
て
い
る
の
で
、

「
杜
陽
雑
編
」
の

記
事
も
、
に
わ
か
に
信
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
任
二
北
氏

の
「
敦
埠
曲
初
探
」
に
よ
れ
ば
、
敦
健
文
書
の
中
に
み
い
だ
さ
れ
た
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「
菩
薩
蜜
」
詞
の
一
首
は
、
そ
の
背
記
よ
り
し
て
、
天
賓
以
前
の
作

と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

別
仙
子
、
菩
薩
蟹
各
一
首
、
同
在
斯
四
三
三
二
巻
中
。
擦
向
達
倫

敦
所
蔵
敦
健
省
子
経
眼
目
録
、
此
巻
背
後
、
録
壬
午
年
龍
興
寺
信

皐
便
物
字
擦
。
操
併
租
統
紀
五
三
「
玄
宗
勅
天
下
諸
郡
、
建
開
元

寺
、
龍
興
寺
」
。

天
賓
元
年
乃
壬
午
、

此
字
擦
可
能
篤
於
天
費
元

年
。
依
常
情
、
鶏
巻
正
面
文
字
、
必
先
寓
、
則
此
二
辞
可
能
漏
於

天
賓
以
前
、
至
遅
不
意
天
質
元
年
也
。

敦
爆
曲
初
探

第
五
章

(
〔
大
意
〕
別
仙
子
、
菩
薩
蜜
お
の
お
の
一
首
は
、
と
も
に
ス
タ
イ
ン
四
一
一
一



三
二
径
の
中
に
あ
る
。
向
達
の
「
ロ
ン
ド
ン
所
蔵
敦
燈
巻
子
細
胞
眼
目
録
」

に
よ
れ
ば
、
こ
の
程
の
う
ら
に
は
、
壬
午
年
に
龍
奥
寺
の
「
僧
率
便
物
字

〈
六
字
意
義
未
詳
〉
が
品
附
さ
れ
て
い
る
。

嬢
Lー

「
併
租
統
紀
」
五
三
に
よ

れ
ば
、
「
玄
宗
天
下
諸
郡
に
救
し
、
開
元
寺
・
龍
興
寺
を
建
つ
」
と
あ
る
。

玄
宗
の
天
費
元
年
七
四
二
が
ち
ょ
う
ど
壬
午
で
あ
る
か
ら
、

」

の

「字

擦
Lー

ふ
つ
う
の
場

は
天
賓
元
年
に
室
聞
か
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

合
、
潟
巻
の
お
も
て
の
文
字
が
、
か
な
ら
ず
先
に
か
か
れ
る
。

ば
、
こ
の
二
首
の
詞
は
天
賓
以
前
に
書
か
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
お

と
す
れ

そ
く
と
も
天
賓
元
年
よ
り
く
だ
ら
な
い
だ
ろ
う
J

紙
巻
の
南
面
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
ば
あ
い
、
ど
ち
ら
が
表
か

一
表
か
は
、
簡
単
に
断
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

壬
午
年
が
天
賓
元
年
で
あ
る
か
ど
う
か
も
疑
が
わ
し
く
'
お
も
わ
れ
る

が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
な
ら
ば
、
右
の
読
も
あ
な
が
ち
否
定
し

去
る
こ
と
も
で
き
な
い
。「

卒
林
漠
と
」
の
「
菩
薩
蟹
」
詞
が
、
員
に
李

自
の
作
で
あ
る
と
す
る
設
が
、
ふ
た
た
び
有
力
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

そ
こ
で
最
近
は
、

「
敦
健
曲
初
探
」
で
は
楊
憲
盆
と
い
う
人
の
読
を
ひ
き
つ
つ
、

の
よ
う
に
の
べ
る
。

つ
ぎ

近
人
楊
憲
盆
於
所
著
零
墨
新
筆
内
、
主
張
「
菩
薩
蜜
」
乃
「
醸
宜

教
坊
記
緋
附
望
江
南
菩
薩
登
小
考
(
村
上
)

鐙
」
或
「
符
詔
轡
こ
之
異
課
。
北
ハ
曲
調
乃
古
細
旬
紫
、
開
天
間
停

入
中
園
。
李
白
原
矯
正
人
、
少
時
於
此
曲
調
、
大
概
己
習
、
方
二

十
五
歳
左
右
、
曾
俳
佃
裏
漢
問
、
可
能
於
湖
南
鼎
州
治
水
騨
棲
、

題
此
曲
辞
。
北
宋
初
年
、
文
盤
湘
山
野
録
調
見
古
風
集
内
、
此
僻

属
之
李
白
、
事
有
可
能
、
並
非
荒
誕
云
云
。
信
如
此
読
、
験
之
教

坊
記
、
奇
男
子
停
、
及
敦
健
巻
子
斯
四
三
三
二
等
所
有
資
料
、
無

不
吻
合
、
可
知
乃
較
魚
接
近
事
賓
者
也
。
同
書
第
五
章

(
〔
大
意
〕
近
ご
ろ
楊
態
盆
は
そ
の
著
「
零
墨
新
築
」
の
中
で
、
つ
ぎ
の
よ

う
に
主
張
し
て
い
る
。

「
菩
薩
鐙
」
は

「
腰
亙
蟹
」
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あ
る
い
は

「
符
詔

鐙
」
の
異
謬
で
〈
貨
は
同
じ
も
の
で
〉
あ
る
。
そ
の
曲
調
は
古
代
ピ
ル
マ

の
一
音
楽
で
、
開
元
天
賓
の
こ
ろ
、
中
闘
に
俸
来
し
た
。
李
白
一
ぼ
も
と
も
と

思
〈
西
南
部
の
鐙
族
〉

の
人
で
あ
る
か
ら
、

わ
か
い
と
き
に
こ
の
曲
調

を
、
お
そ
ら
く
習
得
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
二
十
五
歳
ご
ろ
に
、
裏
漢
の

あ
た
り
〈
洞
庭
湖
の
北
側
一
帯
を
い
う
〉
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ

る
か
ら
、
湖
南
省
の
鼎
州
〈
常
徳
豚
、
洞
庭
湖
の
す
ぐ
西
側
に
蛍
る
〉
の

治
水
の
騨
棲
に
こ
の
詞
を
か
き
つ
け
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
る
。
北
米

の
は
じ
め
、
文
堂
の
「
湘
山
野
録
」
に
、

「
古
風
集
」
の
中
に
み
え
て
い

た
の
で
、
こ
の
詞
が
李
白
の
作
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
可
能
性
の
あ



中
園
文
曲
学
報

第
十

mm

る
事
で
、
決
し
て
で
た
ら
め
で
は
な
い
。
云
云
と
。
ま
こ
と
に
こ
の
設
の

九
パ
唐
の
許
裳
の
著
わ
し
た
小
設
、

〔
附
記
2
〕
参
照
〉
お
よ
び
敦
短
文
書
の
ス
タ
イ
ン
四
一
一
二
三
一
巻
な
ど
、

と
お
り
で
、
「
教
坊
記
」
、
「
奇
男
子
傍
」

あ
ら
ゆ
る
資
料
と
く
ら
ベ
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
ぴ
っ
た
り
符
合
し
な
い
も

だ
か
ら
川
わ
り
に
事
責
に
、
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
)

「
零
墨
新
築
」
と
い
う
書
物
は
、
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
J

ま
た
龍
泳
周
氏
も
、
そ
の
「
唐
宋
名
家
詞
選
」
の
巻
首
に
と
の
詞

の
は
な
い
。

(
い
ま

を
か
か
げ
、
楊
・
任
両
氏
の
読
を
ひ
き
な
が
ら
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
注

し
て
い
る
。

以
白
之
天
才
横
逸
、
偶
然
興
到
、
依
新
聾
作
長
短
句
、
亦
非
絶
劃

不
可
能
。

(
〔
大
意
〕
李
自
の
従
横
に
流
れ
出
る
天
才
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
た
ま
た
ま

興
味
が
わ
け
ば
、
新
し
い
曲
に
よ
っ
て
長
短
句
を
作
る
と
い
う
こ
と
も
、

紹
割
に
不
可
能
で
は
な
い
。
〉

ζ

の
種
の
読
は
、
必
ず
し
も
最
近
突
然
あ

b
わ
れ
た
も
の
で
は
な

ぃ
。
少
し
以
前
に
も
、
華
連
国
氏
「
花
間
集
注
」

(
一
九
三
五
年
)
に
、

同
氏
に
「
菩
薩
聾
考
」
な
る
論
文
が
あ
る
こ
と
が
み
え
、
ま
た
「
敦

健
曲
初
探
」
に
、
唐
圭
嘩
氏
の
「
論
李
由
主
口
薩
蟹
憶
秦
蛾
詞
」
な
る

論
文
が
あ
げ
ら
れ
て
治
り
、
ど
ち
ら
も
い
ま
み
る
ζ

と
が
で
き
な
い

の
で
あ
る
が
、
と
も
に
こ
の
「
菩
薩
蟹
」
詞
が
異
に
李
自
の
作
で
あ

る
と
論
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

私
は
「
教
坊
記
」
に
「
菩
薩
蜜
」
の
曲
名
が
み
え
る
か
ぎ
り
、
こ

の
曲
が
大
中
初
年
に
つ
く
ら
れ
た
と
の
設
は
、
も
は
や
成
立
し
難
い

と
考
え
る
が
、

一
方
、

「
卒
林
漠
と
」
の
詞
が
李
白
の
作
で
あ
る
と

す
る
読
は
、
な
ι
羽
根
擦
が
薄
弱
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

ま
た
こ
の
問
題
は
以
上
の
よ
う
な
形
式
上
か
ら
論
ず
る
だ
け
で
な

く
、
作
品
自
酷
の
分
析
か
ら
も
考
え
ら
れ
、
な
け
れ
ば
念
品
り
な
い
で
あ

ろ
う
。

つ
ぎ
に
あ
げ
る
明
の
評
論
家
・
胡
臆
麟
の
読
は
、

一
見
主
観
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的
た
印
象
論
の
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
決
し
て
軽
視
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
一
家
の
言
で
あ
る
。

今
詩
品
開
名
望
江
南
外
、
菩
薩
盤
、
憶
秦
蛾
稿
最
古
。
以
草
堂
二
詞

出
太
白
也
。
近
世
文
人
皐
士
、
或
以
賓
然
。
然
予
謂
太
白
在
嘗
時
、

直
以
風
雅
自
任
、
即
近
鉢
盛
行
、
七
言
律
部
不
肯
潟
、
寧
屑
事
此
。

且
二
詞
難
工
麗
雨
気
衰
楓
、
子
太
白
超
然
之
致
、
不
菅
笥
壊
。
霧

令
員
出
主
円
蓮
、
必
不
作
如
是
語
。
詳
其
意
調
、
紹
類
温
方
城
輩
。

蓋
晩
唐
人
詞
、
嫁
名
太
白
耳
。
少
室
山
房
筆
叢
巻
四
一

荘
獄
委
談
下

(
〔
大
抵
〕
い
ま
詩
品
開
の
調
名
で
「
望
江
南
」
の
ほ
か
で
は
、

「
菩
際
経
」



と
「
憶
秦
蛾
」
と
が
最
古
で
あ
る
と
稽
す
る
。

「
草
堂
詩
品
開
」
に
み
え
る

二
首
の
詞
が
李
白
の
作
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。
近
ご
ろ
の
文
人
や
皐
者
に

し
か
し
、
私
が
お
も
う
に

も
、
こ
れ
を
事
責
だ
と
お
も
う
者
が
い
る
。

は
、
李
白
は
、
か
の
時
代
に
在
っ
て
、
ひ
と
す
じ
に
詩
経
風
雅
の
道
を
も

っ
て
自
負
し
て
い
た
。
だ
か
ら
近
般
の
詩
に
七
言
律
が
さ
か
ん
に
流
行
し

て
い
た
の
に
、
い
や
し
ん
で
つ
く
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
ま
し
て
こ
の
詩

徐
の
製
作
な
ど
に
意
を
向
け
る
は
ず
が
な
い
。
さ
ら
に
二
首
の
詞
は
、
美

し
く
た
く
み
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
気
力
は
よ
わ
よ
わ
し
い
も
の
で
、
太

白
の
超
然
た
る
風
格
に
比
す
れ
ば
、
そ
の
ち
が
い
は
天
地
よ
り
も
甚
だ
し

い
。
も
し
も
員
に
李
白
の
作
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
き
っ
と
こ
の
よ
う
な
語

句
に
は
し
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
内
容
や
調
子
を
よ
く
み
れ
ば
、

全
く
温
庭
錆
な
ど
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
お
も
う
に
晩
唐
の
人
の
作
品
で
、

李
白
の
名
を
く
っ
つ
け
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
J

温
庭
筒
以
前
の
詞
と
し
て
、
時
代
の
確
賢
に
し
ら
れ
る
も
の
は
、

白
居
易
の
「
憶
江
南
」
や
、
劉
同
錫
の
「
竹
校
」
の
類
で
あ
る
が
、

ζ

の
「
菩
薩
聾
」
詞
は
、
そ
れ
ら
中
唐
の
詞
と
く
ら
べ
て
も
、
は
な

は
だ
か
け
は
な
れ
た
も
の
で
あ
り
、

「
花
間
集
」
な
ど
に
み
え
る
晩

唐
・
五
代
の
詞
と
接
近
し
た
雰
閤
気
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、

し
て
歴
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
温
庭
筒
以
前
の
詞
と
し 語

教
坊
記
排
附
望
江
南
菩
薩
鐙
小
考
(
村
上
)

て
は
、
あ
ま
り
に
孤
立
し
た
風
格
を
も
っ
と
の
詞
が
、
李
白
の
作
と

す
る
の
は
も
と
よ
り
、
盛
唐
時
代
の
も
の
と
認
め
る
た
め
に
は
、
よ

「
菩
薩
蟹
」
の
曲

が
盛
唐
時
代
に
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
が
「
教
坊
記
」
に

み
え
て
い
る
か
ぎ
り
、
ほ
ぽ
動
か
せ
な
い
事
責
で
あ
ろ
う
が
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
こ
の
詞
が
盛
唐
時
代
の
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
は
、

ほ
ど
の
決
定
的
な
謹
操
が
占
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

〔
附
記
〕1

、
桑
原
隊
臓
博
土
「
部
存
庚
の
事
蹟
」
に
、
「
菩
薩
蜜
」
は
「
木
速
魯
鐙
」

の
異
詩
な
ら
ん
と
の
設
が
み
え
、
任
氏
の
「
敦
煙
曲
初
探
」
で
は
こ
れ
を

否
定
し
て
い
る
。
曲
調
と
は
直
接
に
関
係
が
な
い
の
で
、
鰯
れ
な
か
っ
た
。

2
、
唐
の
許
裳
の
小
説
「
奇
男
子
停
」
に
、
宰
相
郭
一
冗
振
の
甥
の
郭
仲
朔

が
、
南
詔
征
討
の
軍
に
従
が
い
、
鐙
族
に
敗
れ
て
捕
え
ら
れ
、
諸
鐙
の
洞

窟
を
特
-
?
と
し
た
の
ち
、
天
費
十
二
年
に
「
菩
薩
鐙
洞
」
よ
り
逃
れ
蹄
っ

た
話
が
み
え
る
。
な
お
こ
の
物
語
り
は
、
「
太
卒
康
記
」
(
第
一
六
六
巻
〉

に
録
さ
れ
、
明
の
鴻
夢
龍
の
編
す
る
「
古
今
小
説
」
(
第
八
巻
)
に
み
え

る
「
呉
保
安
棄
家
照
友
」
と
題
す
る
小
説
も
、
こ
れ
を
テ

1
マ
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
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